










要約: 1992 年度に開始したコ-ホ-卜調査の対象児(当時 3 才:初回調査終了後、追跡可能

であった1137名) のうち、1995年終了時点で住所の確認が可能であったのは851名(74.8%)

で、転居先不明等で進跡不可能となった者は 286 名、従って脱落率は 25.2%であった。

 保護者を対象に実施した意識調査一家庭において保護者(母親が子どもの健康をどうとら

え、子どもの健康づくりや健康生活習慣の形成のためにどんなことを心がけ、実践してい

るか等について一の結果、子どもの健康について何らかゆ不安を持っている母親は 277 名

(60.5%)で、多かったものは、アレルギー性皮膚炎・アレルギー性鼻炎・ぜんそくなどア

レルギーに関すること 72 名(17.2%)、むし歯・歯並びなど口腔の健康に関すること 48 名

(10.5%)、続いて肥満・やぜ・小柄など体格に関すること 31 名(6.8%)などであった。生活

習慣について気になることがある母親は 256 名(55.9%)で、偏食がある・食が細い・食べ

るのが遅いなど食に関する事が最も多く 89 名(19.4%)、次いで起床/就寝時刻が遅い・生

活パターンが夜型になりやすいなど生活リズムに関すること 80 名(17.5%)、テレビの視聴

時間やテレビゲーム・ファミコンのプレー時間が長い、外遊びや運道の時間が少ないなど

余暇時間の過ごし方に関すること 80 名(17.5%)などが多かった。今後は、学校において子

どもの健康づくりや健康的な生活習慣の形成のためにどんな取り組みがなされているかに

ついても調査し、家庭と学校との連携のあり方を検討する必要があると思われる。


